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潤
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柴
田
助
教
授
の
「
理
論
経
済
事
」
上
下
二
巻
は
、
持
を
惜
ま
ぬ

島
T

徒
に
数
多
く
の
問
題
を
提
起
す
る
。
そ
れ
は
助
教
授
が
、
助

教
授
自
身
の
陽
系
を
、
組
織
的
に
叙
述
す
る
こ
と
の
み
に
止
ら

注
い
で
、
他
の
著
名
些
者
の
韓
系
と
の
関
係
を
も
驚
く
べ
き
綿

密
さ
を
以
て
検
討
し
て
居
ら
れ
る
こ
と
に
も
因
し
て
ゐ
る
で
あ

ら
う
。
私
が
此
庭
に
取
上
げ
よ
う
と
す
る
問
題
は
、
助
教
授
の

健
系
の
一
片
鱗
に
し
か
す
ぎ
た
い
。
帥
ち
、
所
謂
「
利
潤
率
低

下
の
法
則
」
の
問
題
に
闘
す
る
。

柴
田
助
教
授
は
、
先
づ
「
債
値
の
問
題
が
、
経
済
事
象
の
決

定
法
則
の
問
題
と
は
無
関
係
で
る
る
」
(
二
0
=一
頁
)
こ
と
、
従
っ

て
「
債
値
を
考
慮
に
入
れ
て
推
論
し
て
も
、
入
れ
や
し
て
推
論

第
四
十
四
巻
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六
銃

四

し
で
も
.
粧
品
何
事
象
の
決
定
の
問
題
の
掬
す
る
限
り
¥
同
一
の

結
論
に
遣
す
る
」
(
二
O
三
|
四
頁
)
こ
と
を
論
詮
さ
れ
た
る
後
、

安
の
結
論
を
下
さ
れ
る
、
回
〈
「
生
産
係
数
の
愛
化
は
、
そ
れ

が
、
生
産
費
の
節
減
そ
粛
す
も
の
で
あ
る
限
り
、
資
本
組
成
の
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助
教
授
の
数
的
例
詮
に
闘
す
る
限
り
、
誰
明
は
附
に
つ
き
る
。

邸
ち
、
債
格
の
崩
変
化
が
生
産
係
数
の
い
か
在
る
媛
化
に
よ
る
も

の
で
あ
る
か
は
仰
の
閥
興
せ
ざ
る
所
で
あ
る
。

一ー
柴
田
助
教
授
は
、
右
の
論
設
を
も
つ
で
、

マ
ル
ク
ス
の
「
利

潤
率
低
下
の
法
則
」
の
批
判
と
せ
ら
れ
る
。
若
し
マ
ル
ク
ス
批

判
で
あ
る
・
な
ら
ば
、
問
題
は
右
に
よ
っ
て
東
く
さ
れ
得
友
い
。

今
方
程
式
m
刊
を
検
討
す
る
恋
ら
ば
、
安
の
諸
関
係
が
明
に
た

る
で
る
ら
う
。委

本
組
成
の
有
機
的
費
化
と
平
均
利
潤
率
と
白
調
係
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卒
均
利
潤
率
は
債
格
の
絶
針
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か
ら
は
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立
し
て
ゐ
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〈
行
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得
る
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柴
田
助
数
授
の
日
単
純
化
さ
れ
た
場
合
は
、
債
値
が
債
格
か
ら

背
離
し
た
い
場
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
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の
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た
る
保
件
と
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隔
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し
f辱こ
るの
こ 僚
と 千ヰ
はと
吹上
の言己
例(二)
に に

で
あ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
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助
教
授
の
例
仰
の
揚
合
、
即
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、
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た
と
せ
ば
、

H1HUE4品
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H
O
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山
中
U

と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
掛
合
、
「
粧
台
資
本
の
有
機
的
構
成
が
上

升
し
た
と
と
あ
又
容
易
に
一
市
さ
れ
得
る
ゼ
あ
ら
う
。

回

右
の
結
仰
木
と
助
教
授
の
結
論
と
の
相
違
は
、
聞
と
刷
聞
と
の
相

定
に
師
寸
る
の
で
あ
る
が
‘
私
は
先
づ
聞
は
う
、
何
故
に
助
教

授
は
山
を
、
そ
し
て
又
そ
れ
を
閣
の
形
に
於
い
て
、
用
ひ
ら
れ

た
の
で
あ
る
か
と
。
山
を
用
ひ
ら
る
L
理
由
は
既
に
一
不
さ
れ
た
。

資
本
家
は
可
及
的
高
率
の
利
潤
を
目
指
し
て
生
産
を
行
ふ
も
の

で
あ
り
、

又
債
依
法
則
を
貫
け
ば
債
格
法
則
と
同
じ
に
た
る

と
。
仰
を
刷
仰
の
形
に
於
い
て
問
び
ら
れ
し
迎
由
は
、
恐
ら
く
、

貨
幣
商
品
の
係
数
を
動
か
し
た
の
で
は
計
測
単
位
自
身
を
動
か

す
と
と
と
な
り
、
我
々
の
分
析
ぜ
ん
と
す
る
現
象
を
そ
の
抽
出

さ
れ
た
形
に
於
い
て
分
析
す
る
乙
と
が
出
来
-
泣
く
た
る
か
ら
で

あ
る
、
と
云
は
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
応
ふ
。
私
は
右
の
何
れ
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の
閥
的
に
つ
い
て
も
そ
の
安
営
性
を
疑
ふ
の
で
あ
る
。

先
づ
加
を
用
引
い
ら
れ
し
理
由
に
つ
い
て
。
我
々
は
さ
か
の
ぼ

っ
て
次
の
問
題
を
考
究
し
な
け
れ
ば
友
ら
た
い
。
助
教
授
は
云

は
れ
る
、

「
憤
怖
か
ら
進
ん
で
も
、
利
潤
本
平
均
の
問
題
を
だ

分
に
考
へ
抜
く
限
り
、
経
済
事
象
の
決
定
の
問
題
の
闘
す
る
限

h

九
間
航
を
考
慮
に
入
れ
や
し

τ展
開
ミ
一
れ
る
理
論
L
」
、
同
一

の
結
論
に
注
す
る
」
(
一
二
五
頁
)
と
。

右
に
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て
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債
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か
ら

あ進
らん
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? L 
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此
庭
に
は
偵
値
法
則
は
表
現
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
"
は
貨
幣
生

産
費
方
税
式
で
あ
っ
て
、
貨
幣
一
単
位
の
債
値
が
計
測
量
位
と

友
っ
て
ゐ
る
。
日
の
右
捷
は
一
と
す
べ
き
で
恋
く
、
J

刊
と
す
べ

く
、
斯
く
す
る
と
き
は
、
商
品
の
岡
山
備
は
こ
れ
等
の
方
程
式
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
て
ゐ
た
い
こ
と
が
よ
り
明
瞭
と
た
る
。
印
ち
債

値
の
絶
劃
値
及
び
そ
の
襲
化
が
意
義
を
持
た
友
い
問
題
に
闘
す
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る
限
り
、
助
教
授
は
訣
り
を
お
か
さ
れ
た
い
で
済
む
こ
と
を
意

味
す
る
の
で

b
る
。
例
へ
ば
.
助
教
授
が
云
は
れ
る
如
く
、
「
貨

幣
の
準
債
格
も
債
値
か
ら
背
離
し
得
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
背

離
す
る
揚
合
に
は
全
慌
の
吐
命
的
生
産
物
の
線
俄
俗
は
共
の
線

債
値
か
ら
背
離
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
併
し
在
が
ら
、
そ
れ
は

全
般
の
慣
他
の
中
.

ど
れ
だ
け
の
割
合
が
可
鍵
資
本
岡
山
俗
と
友

り
、
ど
れ
に
の
の
割
合
が
除
刺
債
格
と
な
る
か
、
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μ
Hに

に
は
影
響
し
な
い
o
」
ま
さ
し
く
さ
う
に
ち
が
ひ
左
い
。
利
潤
卒

千子
し
な
し、
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P
の
代
り
に
沖
を

泣
い
て
も
.
他
に
務
化
が
な
い
限
り
、
利
潤
率
は
縫
化
し
て
は

た
ら
友
い
筈
で
あ
る
。
所
が
債
値
の
絶
叫
剖
値
の
愛
化
が
意
義
を

持
っ
と
き
は
、

か
く
の
如
き
愛
化
が
常
に
債
絡
の
絶
封
値
の
愛

化
に
よ
っ
て
そ
の
上
下
を
一
不
さ
れ
得
る
の
で
左
い
限
り
、
我
々

は
方
程
式
向
を
侃
…
脱
す
る
と
と
は
出
来
な
い
。
そ
し
て
債
値
法

則
を
貰
く
と
い
ふ
乙
と
は
仰
な
る
方
程
式
の
持
つ
規
制
力
を
貰

く
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
た
い
で
あ
ら
う
か
。
助
教
授
が

一
不
さ
れ
た
の
は
「
或
る
特
定
の
問
題
に
闘
す
る
限
り
結
果
が
同

資
本
組
成
の
有
機
的
費
化
と
平
均
利
潤
率
と
の
闘
係

じ
に
た
る
」
と
い
ふ
事
で
あ
っ
て
、
乙
の
事
を
看
過
さ
れ
た
が

震
に
印
と
聞
と
の
相
違
が
出
来
し
、
結
論
の
相
迭
を
も
た
ら
し

た
も
の
で
あ
る
と
、
私
は
見
る
。

市
引
に
仰
を
附
の
形
に
於
い
て
肘
び
ら
れ
し
理
由
に
つ
い
て
。

上
記
の
反
駁
は
と
、
に
'
も
る
で
は
ま
る
。
貨
幣
生
産
費
方
程
式

を
そ
の
ま
L
h

に
し
て
沿
き
さ
へ
す
れ
ば
、
他
の
商
品
の
債
値
の

同
鋭
化
は
そ
の
準
的
怖
の
様
化
に
よ
っ
て
示
さ
れ
得
る
と
見
る
の
一

は
一
止
確
で
な
い
。
貨
幣
の
侭
値
に
焚
化
が
あ
り
得
る
か
ら
で
あ

3
0
1目

J2H414噴
6
3
/
工
:
三
4
へ
J
K
4
-
-
L
-
主
克
ζ

式
/
で
つ
で

ノ

一

u
f
3
E
E
l
-
r
i
4
L
〈

《

L
G
P
J
[
7
0
1
J

か
ら
」
と
一
玄
は
れ
る
の
な
ら
ば
、
前
記
の
反
駁
を
私
は
掲
げ
る
。

我
々
が
分
析
し
て
ゐ
る
問
題
に
於
い
て
、
慣
例
を
顧
慮
し
た
場

合
と
し
友
い
揚
合
と
で
は
結
果
が
異
る
こ
と
、
既
に
示
し
た
諮

り
で
あ
る
。
助
教
授
は
中
古
貨
幣
の
概
念
を
取
入
れ
ん
と
し
て

貨
幣
生
産
貸
方
程
式
自
身
に
規
制
力
を

m(ふ
る
の
結
果
に
至
ら

れ
た
の
で
は
た
い
だ
ら
う
か
。

五

マ
ル
ク
ス
批
判
で
あ
る
限
り
、
助
教
授
は
先
づ
、
何
故
慣
値

絶
封
値
の
蹄
型
化
を
顧
慮
し
た
く
て
論
を
進
め
て
も
よ
い
か
を
、

第
四
十
四
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資
本
組
成
の
有
機
的
慶
化
と
平
均
利
潤
壌
と
の
閥
係

一
不
さ
れ
る
べ
き
で
る
ら
う
。
私
は
又
此
庭
に
書
き
添
へ
て

hZ己

た
い
、
債
値
の
問
題
は
立
場
の
問
題
の
み
で
は
友
い
と
閉
山
ふ
と

と
、
そ
れ
は
7

ル
ク
ス
の
云
へ
る
商
品
の
物
一
神
的
性
質
の
問
題

を
は
ら
ん
で
ゐ
る
と
と
、
又
助
教
授
に
於
い
て
理
論
的
論
説
と

数
式
的
例
一
不
と
が
は
っ
き
り
院
別
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
と
等
。

し
、
之
等
の
問
題
に
闘
し
て
は
又
の
機
合
に
譲
り
た
い
。

(
一
九
三
七
・
一
ニ
・
一
五
」

附

註

〔
附
註

1
〕

此
庭
に
使
用
さ
札
て
ゐ
る
記
畿
は
正
確
に
は
柴
問
助
教
授

の
そ
れ
で
は
な
い
。
柴
悶
助
教
授
に
お
け
る
方
程
式
組
織
例
利
で
は

貨
幣
一
軍
佼
営
り
生
産
に
要
す
る
第
一
種
生
震
手
段
並
旬
、
第
一
種

消
費
手
段
一
個
の
生
産
に
要
す
る
第
二
種
生
産
手
段
茸
戸
町
、
第
二
種

消
費
手
段
一
個
の
生
産
に
要
す
る
第
一
種
生
産
手
段
霊
旬
、
第
一
種

生
産
手
段
一
側
の
生
産
に
要
ナ
る
第
二
種
生
産
手
段
童
日
、
第
三
種

生
産
手
段
一
個
の
生
産
に
要
す
る
第
一
種
生
産
手
段
輩
出
、
を
容
と

想
定
し
、
五
倒
の
方
程
式
が
立
て
ら
れ
る
o
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r 
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九
官
は
貨
幣
一
軍
位
の
生
査
に
市
ー
す
る
第
二
穣
生
管
手
段
量
、
川
は

貨
幣
一
単
位
の
生
産
に
要
す
る
第
一
一
川
野
働
力
量
・
p

刊
は
第
一
一
柿
前

鹿
賀
手
段
一
例
の
益
法
に
要
す
る
第
一
穂
生
産
手
段
設
、

内
町
は
第
一
一
組

制
指
手
段
一
例
の
生
産
に
要
す
る
第
一
一
判
勢
働
力
量
、

品
一
は
第
一
一
羽

消
費
手
段
一
個
の
生
産
に
要
す
る
第
二
程
生
産
手
段
輩
、
内
町
は
第

種
消
費
手
段
一
個
の
生
産
に
要
す
る
第
一
種
勢
働
力
輩
、

"
川
は
第

種
生
産
手
段
一
個
白
生
産
に
嬰
ナ
る
第
一
一
種
生
産
手
段
量
、

町
は
第

一
種
生
産
手
段
一
例
の
生
患
に
要
す
る
第
一
一
種
努
働
力
量
、

m〕
は
第

二
種
生
産
手
段
一
個
の
生
産
に
要
す
る
第
二
種
生
産
手
段
量
、

o.~J 
は

第
ニ
稽
生
産
手
段
一
個
の
生
産
に
要
す
る
第
一
穂
捗
働
力
量
、
を
意

味
ず
る
o

都
問
皐
士
の
場
合
に
は
、
此
年
第
一
穂
並
び
に
第
二
穣
の

2

}

 

匂
を

q
と、

直
別
を
な
〈
し
、

h
e
E
叫に、

引
を
引
に

一
般
的
に
、

ρ

唱
を
句
に
、

引
を
引
に
、

引
を
引
に
、

i" 

向日を
h
-
に、

日
れ
ど

E
F
i

、、

v
i
v
ι
'
'
 

を
行
に
、

ι「

-ELM
に
、
さ
れ
て
ゐ
る
。

ー
は
平
均
利
潤
卒
、

札
口
は
第
一
穐
消
費
手
段
債
格
、

民
は
第
二
積

消
費
手
段
債
格
、

-
h
は
第
一
一
積
生
産
手
段
債
格
、

Ld
は
第
二
種
生
産



手
段
債
格
、
第
一
生
産
部
門
は
貨
智
生
産
部
門
で
あ
リ
、
資
本
同
輔

期
間
は
、
何
れ
の
生
産
部
門
に
お
い
て
も
一
例
年
と
な
っ
て
ゐ
る
。

門
附
註
ヨ
〕

h
戸
川
町

h
h
h
は
上
の
記
披
に
等
し

〈
、
，
W
は
第
一
一
間
消
費
手
段
の
償
値
、
い
引
は
第
一
一
律
生
産
手
段
の
儒

第
二
方
程
式
組
織
。

値
、
が
は
儲
剰
伺
値
市
中
で
あ
る
。

〔
附
註
3
〕

X

は
消
費
手
段
。
債
格
。
債
値
か
ら
の
背
離
率
、

Y
は
生

産
手
段
の
債
格
の
償
値
か
ら
の
背
離
率
で
あ
る
。

l
l
l
以
上
三
倒
。
附
詑
ほ
、
飯
田
に
よ
っ
て
附
せ
ら
る
ー
ー

第
四
十
四
巻

= 

第
六
披

九


